
 

 

A4 24 頁（210mm × 297mm ) 
 

■万石通し 

おもに玄米中のくず米、精米中の砕米や糠を

除去するのに用いた。単に万石あるいは万石

卸ともいい、やや小型の千石通、千石卸もあ

った。傾斜した金網の上へ米を滑らせ、金網

の目を潜らせることによって粒を選別する

道具。その構造は、金網をはめる傾斜台とそ

れを支える脚、米を入れる漏斗からなり、漏

斗へ米を入れると、それが金網の上を滑り落

ちる。 

籾を庭のムシロ（藁やイグサなどの草で編んだ簡素な敷物）に広げ

て乾燥させる。ムシロに籾を広げる作業や、夕方納屋に取り込む作

業は子どもたちにも手伝わせていた。 

籾摺りは籾からもみ殻を除去して玄米にする作業。弥生時代には竪

臼に籾を入れて竪杵でついていた。その後、木摺臼や土臼が使われ

るようになった。 

籾摺りをした後、玄米と混ざったくず米をわける作業を行う。 

 

 

 

 

 ● 籾干し  ●［天日乾燥作業］  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

       ● 籾摺り  ● 

 

 

 

 

       ● 選 別  ● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
                                        22 

 

 

■干しひろげ棒 → 

籾を庭に干すとき、これで返し

ながら干すのに使用した道具。 

■通 

目をあけて編んだ底面をもつ浅い籠で、選別するもの

を中に入れて、揺すりながら選り分ける。用途によっ

て目の大きさの異なる通を使い分けていた。目の大き

いものを通、小さいものを篩と区別するが、一般的に

は混同されることが多い。 




